
部局別業務棚卸一覧表 （   教育委員会     ）

成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

①目標達成度
②市民の満足度

①　－
②　－

①　－
②　－

12,948,337

上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

適正処理率 100% 100%

５，７５６，７９９千円

教育委員会内の連絡調整業務

（総務課　庶務担当）

教育委員会の会議等を運営するほか、
教育委員会に関する法令等の解釈・審
査、事務局の組織および人事等の管
理、教育長等の特命事項の処理、他部
局との連絡調整を行う。

４，４６５，５３３千円

教育委員会の予算業務

（総務課　経理担当）

教育委員会内の予算編成、執行管理等
の諸調整を図る。

１，２９１，２６６千円

 平成16年度（前期）行政経営会議用   様式１

①児童生徒が充実した学校生活を送ることが
できるよう、小中学校での安全対策や教育環
境の整備を推進するほか、学校への指導体制
を強化する。
②市民が快適にかつ安全に芸術文化活動がで
きるよう、また、市民に対する多様な学習機
会と情報提供ができるよう、文化施設と社会
教育施設の改善や事業内容の見直しを図る。

(1)予算編成
(2)予算執行管理
(3)教育行政施策の調整
(4)決算処理
(5)学校備品の整備

５．０人

従事職員数

2

適正処理率 100% 100%

１０．０人

１５．０人

適正処理率 100% 100%

①学校の安全管理を図るため、更なる対策を講ずるほか、小中学校の教育環境の整備や社会情
勢の変化に応じた学校指導の充実が必要であるため。
②文化施設や社会教育施設には老朽化しているものがあり、それらの改修を行うとともに、各々の
事業内容の見直しが必要であるため。

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

１９０名（教育長、教育次長２、
室長・館長・課長・所長・補佐
等４０名、主事・技師１３０名、技
能１７名）

※小中学校教職員と高等学校
の教員を除く

従事職員総数

(1)教育委員会の会議等の運営
(2)教育委員会に関する法令等の解釈・審査
等
(3)事務局の組織・定数・人事の適正管理
(4)教育長、教育次長の特命事項等の処理
(5)市議会への対応
(6)教育委員会の庶務

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

各部局連絡調整課および庶務・財政・企画主管課等における調整業務との関わりが深い。

部局重点活動目的（H17年度） 部局重点活動目的設定理由
従事職員総数

1

教育委員会および事務局が処理する事務を
円滑に執行する。
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

適正処理率 100% 100%

２，７８０，１１０千円

学校施設の維持補修、改築等業務

（総務課　施設担当）

学校施設・設備の充実

２，７８０，１１０千円

公共施設を設計する業務との関わりが深い。

100% (1)小中学校増改築事業
　①日新小学校　７７，４６２千円
　②山王中学校　１，６３１，５４６千円
  ③中高一貫校増築事業　１０，９０５千円
(2)小中学校大規模改造事業（老朽）
　①中通小学校　２２９，７８５千円
　②広面小学校　１８７，９５９千円
(3)小中学校大規模改造事業（トイレ改修）
  ①泉小　５５，４４８千円
　②泉中　５２，０６６千円
(4)小中学校耐震診断・補強事業
　①耐震診断　小６校、中１校　６３，６５８千円
　②耐震補強　小６校、中１校　２２３，０３４千
円
(5)小中学校グラウンド改良事業
　①下北手小学校　７５，９９８千円
(6)その他小中学校施設整備事業
(1)～(6)は【市長重点化推進事項】

適正処理率

3

学校教育環境の整備を行う。

９．０人

100%

９ ．０人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

適正処理率 100% 100%

９７２，０６８千円

学事業務

（学事課　学事担当）

学校教育を受けるための環境を整備し、
各種支援策等を実施する。

９７２，０６８千円

適正処理率 100% 100%

４６０，２６４千円

保健給食安全業務

（学事課　保健給食担当）

児童生徒及び教職員の学校生活にお
ける安全を確保するとともに健康維持・
増進のため保健給食環境を整備する。

４６０，２６４千円

5

適正処理率 100％ 100％

4

(1)私学振興助成事業の見直し
　　平成15年度の市単独補助金の見直しによる運
営費補助金の廃止及び少額補助金廃止に伴い、
私立中学・高等学校協会および法人立専修学校
連合会に対する補助金を段階的に廃止するもの。
　H16年度は、事業費に対して補助し、H17年度は
補助額を1/2に減額して、H18年度からは廃止する
こととする。両団体には説明済みで同意を得てい
る。

８．０人

８．０人

(1)児童生徒及び保護者に対して支援する
　①小中学校就学奨励事業　１９７，５４５千円
　②各種大会出場費補助金　４２，３４５千円
　③幼稚園就園奨励事業　４６７，４７６千円
(２)学校に対して支援する
　①情報教育環境整備事業　３４，５６８千円
　②教師用教科書・指導書購入経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３，３５５千円
　③理科教育設備整備経費　６，６９７千円
　④特殊学級新設経費　５，８９０千円
(3）各学校団体（市内の私立学校）に対して
支援する
　①私学振興助成事業　２３，４００千円
(4)学籍関係業務の適正処理

100% 100%

５．０人

(1)児童生徒・教職員の健康の保持増進
　①小中学校保健事業　１３０，００５千円
(2)学校生活における児童生徒の安全確保
　①小中学校安全事業　９０，９５２千円
　②小学校警備経費　４４，８７２千円
　　　　　　【市長重点化推進事項】
(3)安全で衛生的な学校給食を実施する
　①小中学校給食事業　１５１，４４８千円
  ②地産地消の推進
　　　　　　【市長重点化推進事項】
(4)学校給食の施設・設備等の整備充実
  ①小中学校給食設備更新経費
　　　　　　　　　　　　　　１４，３７９千円
　②小中学校米飯給食飯缶方式事業
　　　　　　　　　　　　　　１７，１４７千円
　③小中学校給食棟改修経費
　　　　　　　　　　　　　　１１，４６１千円

（１）　小学校警備事業
１６年度は、緊急雇用創出特別基金事業を活用し
実施しているが、事業は１７年度も継続実施する。

本市の児童生徒が、健康的で安全な学校生
活を送ることができる。 ５．０人

適正処理率

本市の児童生徒が充実した学校生活を送る
ことができる。
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

健全に育っている児童生徒の
割合

未実施 100.0%

１５０，５９０千円

教職員担当業務

（学校教育課　教職員担当）

市立小・中学校、高等学校の円滑な学
校教育運営のため、配置される教職員
の任免、服務、給与、その他勤務条件
に関する事務を行う。

１，９７７千円

指導担当業務

（学校教育課　指導担当）

市立小・中学校、高等学校の児童生徒
に対する教育を充実させるため、学校へ
の指導・支援等を行う。

８８，１３9千円

知・徳・体のバランスのとれた自立型の児童・
生徒の育成を図る。

１７．０人

6

適正処理率 100% 100%

7

適正処理率
100% 100%

８．０人

(1)人事管理
(2)教職員の服務管理
(3)教職員の給与事務
(4)教職員の免許事務４．０人

(1)学校訪問指導の実施
(2)学校指導の指針を示すための委員会の開
催
(3)学校での研究実践を高めるための施策実
施
①二学期制の施行に向けた移行実施
　　　【市長重点化推進事項】
②総合的な学習の時間支援事業３５，０８４千
円
③英語指導助手活用事業　６，９９５千円
④特別非常勤講師活用事業１，９５２千円
(4)不登校児童生徒への支援
　①適応指導センタ－「すくうる・みらい」運営
９，４０５千円
(5)特別な支援を要する児童生徒への支援
　①特別支援教育推進事業５，５９２千円
(6)児童生徒の交流活動推進
　①はばたけ秋田っ子教育推進事業３，７６６
千円
(7)学校での事故報告への対応
(8)地域の意見を学校運営に反映
　①学校教育懇談員活用事業１，０７８千円
(9)学習外活動の支援
　①中学校部活動外部指導者派遣事業２，４
６０千円
(10)国、県などからの文書配布と調査の実施

(1)生徒が週１回以上英語指導助手（ＡＬＴ）と日本
人英語教師とのチームティーチングによる授業を受
けることが可能となるよう、平成20年度まで段階的
に増員する。

(2)学校に適応出来ない児童生徒を支援するため、
特別支援教育推進事業の中で、学校や保護者から
特に必要であるとの要望が多い小学校の学級生活
支援について、派遣校数を増やす。
　
(3)全市立小・中学校で二学期制を本格導入し、児
童生徒一人ひとりと深くかかわりながら、きめ細かな
指導を行う。
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

調査研究担当業務

（教育研究所　調査研究担当）

各校の学校経営や指導の改善を促すた
め、当面する課題について研究調査し
資料を提供する。

５２，５８０千円

研修担当業務

（教育研究所　研修担当）

今日的な教育課題に適切に対応できる
市立学校教職員を育成するため、豊か
な人間性と専門的な資質能力の向上に
必要な研修を企画・運営する。

７，８９４千円

教育相談担当業務

（教育研究所　教育相談担当）

良好な教育環境を実現するため、障害
児の就学、いじめ・不登校、教育一般等
に関する相談において、受容と共感に
基づくきめ細かい対応を行う。

－

(1)調査研究の実施
　①教育経営実態調査
　②基礎学力調査
　③体力運動能力調査
　④諸検査
(2)教育情報の収集
(3)教職員への調査研究内容の公表
(4)教育情報保守管理
(5)教育研究所の維持管理
(1)～(5)は、教育研究所管理費４０，３９５千
円、経常事業１１，１８５千円に含む

３．４人

8

資料整備数／課題件数 ７０％
（推定値）

70%

２．３人

(1)教職員研修の企画
(2)教職員研修の実施
(3)研修成果の検証
　(1)～(3)は、教職員研修推進事業７，８９４千
円

9

状況、環境に適合したベスト
な判断ができる教職員数（校
長評価）

１００％
（推定値）

100%

10

応答数／相談件数 100% 100% (1)相談しやすい体制づくり
(2)相談活動の実施
(3)広報活動の充実
(4)相談児童生徒の情報収集
(5)関係機関との連携
(1)～(5)は、教育研究所経常事業１１，１８５千
円に含む

１．３人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

施設の利用率
（年間利用者／市民人口） 2.1回/人 2.2回/人

１，０６０，７１６千円
快適な体育環境の提供業務

（スポーツ振興課　管理担当）
多くの市民が気軽にスポーツを楽しめる
快適な体育環境を提供するため、市営
体育施設の適正な管理運営を行う。 １，０２０，３９９千円

生涯スポーツの普及業務
（スポーツ振興課　振興担当）

市民の健康保持増進を図るため、誰も
が気軽に運動やスポーツを行える環境
を実現する。 ４０，３１７千円

充実したスポーツ活動業務
（スポーツ振興課　振興担当）

スポーツ指導者を養成するとともに、育
成システムを充実させる。

２，６２４千円

秋田市の文化に満足している市
民の比率

未実施 12%

８，１４２千円

文化振興事業

（文化振興室　振興担当）

市民の文化活動の充実のため支援・奨
励・環境の整備を行う。

８，１４２千円

(1)芸術鑑賞機会の拡大
　①文化振興関係団体育成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　３，６５０千円
　②市民文化のつどい
(2)文化活動環境の整備
　①合併後の文化関係団体の活動支援・育
成
(3)文化活動の奨励
　①文化振興基金事業１，８９０千円
　②文化の日記念式典

３．０人

市民が優れた文化に親しみ心の豊かさを育
む。

３．０人

14

市の施策を活用した事業への出
演・出品等の延べ参加者数

19,287人 20,000人

１３．０人

７４，０００人

スポーツに親しむ市民が増える。 平成19年秋田わか杉国体における秋田市開催競技に関する業務との関連が深い。

１６．０人

11

施設の稼働率
（使用可能日数／開場日数） 94.80% 97.00%

(1)施設の充実
　①八橋運動公園整備事業 756,550千円
　②市立体育館整備補修等経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,750千円
　③屋内体育施設整備事業 485千円
　④体育施設整備補修等経費 10,358千円
(2)利用日の調整
(1)学校体育施設の指定開放日の利用促進
(2)各種スポーツイベントの充実
(3)自主的スポーツ活動の支援

３．０人

３．０人

12

指定解放利用者数、イベント・ス
ポーツ教室参加者数 ６４，０２４人

1.1%
(1)指導者の資質向上
　①ジュニア指導者育成事業 983千円
(2)専門性の高い技術・知識の提供
　①スポーツ指導者派遣制度の活用推進
　②指導者資格の取得促進

13

市人口に対する指導者の率 1%
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

市民の文化財についての理解度 未実施 10%

１１８，３３０千円

文化財保護・活用業務

（文化振興室　文化財担当）

文化財を後世に継承し、保護と活用を
図る。

１１８，３３０千円

住民の認知・理解度 未実施 10%

１８６，８０７千円

秋田城跡の保護・活用業務

（秋田城跡調査事務所）

秋田城跡を後世に継承するために保存
と活用を図る。

１８６，８０７千円

郷土の歴史的文化遺産を守る。
６．０ 人

(1)文化財把握の調査
　①指定文化財候補物件調査
　②文化財分布調査
　　ア　遺跡事前発掘調査事業２，０００千円
(2)文化財の保護と管理
　①文化財保護
　　ア　特別記念天然物（カモシカ）食害
　　　対策事業１，６３１千円
　　イ　文化財保存事業補助金３，６４９千円
(3)文化財の有効活用
　①文化財公開
　　ア　地蔵田遺跡環境整備事業
　　　　　　　　　　　　１０，７８０千円
　　イ　旧金子家住宅復元整備事業
　　　　　　　　　　　　８２，０８２千円
　　ウ　埋蔵文化財情報等公開事業
　　　　　　　　　　　　　９，５１３千円

(1)カモシカ食害対策については、防護網の支給を
再開する。

６．０人

秋田城跡を保護する。
４．０人

15

指定文化財の数 204件 208件

４．０人

16

秋田城跡の来訪者数 17,330人 23,000人 (1)秋田城跡の保存を図る
　①秋田城跡発掘調査関係経費
　　　　　　　　　　　　１６，０７５千円
　②秋田城跡土地買上事業６０，０００千円
(2)秋田城跡の活用を図る
　①秋田城跡出土遺物保存処理経費
　　　　　　　　　　　　　　　１，０００千円
　②秋田城跡史跡公園管理経費
　　　　　　　　　　　　　　　４，６３３千円
　③秋田城跡管理事業
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

利用者の満足度 78% 80%

１９３，３２７千円

美術館運営業務

（千秋美術館）

市民の美術に対する理解と関心を深め
るため、市民がいつでも立ち寄り、美術
に対する関心を充足することができる環
境を実現する。

１９３，３２７千円

利用者の満足度（５段階） － 4

３１，８９７千円

赤れんが郷土館運営業務

（赤れんが郷土館）

郷土の歴史と文化に対する関心と理解
を深めるため、来館者が郷土の歴史と文
化を学べる環境を整備する。

３１，８９７千円

利用者満足度（５段階） － 4

１３，３７７千円

民俗芸能伝承館運営業務

（民俗芸能伝承館）

郷土の民俗行事・民俗芸能の保存、伝
承を図るため、利用しやすい環境を実
現する。

１３，３７７千円

市民が気軽に美術に親しみ、精神的・文化
的充足感を得る場として、地域文化・教育の
振興と発展に寄与する。 ７．０人

(1)展覧会の開催
　①企画展開催事業４４，９２１千円
(2)教育普及および調査研究
　①教育普及事業及び調査研究事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，５２４千円
(3)資料収集
　①美術資料充実経費１４，０００千円
(4)保存管理
　①所蔵品管理システム導入事業
　　　　　　　　　　　　　　　　７，５２０千円
(5)施設の維持管理

７．０人

親しまれる郷土館として、文化・教育の振興と
発展に寄与する。 ４．０人

17

リピーター率（２回以上の来館回
答者数÷アンケート回答数×100)

49% 75%

(1)郷土に関する展覧会の開催
　①企画展開催及び教育普及事業
　　　　　　　　　　　　　　　９，６７６千円
(2)重要文化財（旧秋田銀行本店本館）の保
存と活用に努める
(3)市民対象の教育普及事業をすすめる
(4)郷土に関する資料を計画的に収集する
(5)建物や設備を守り、維持していく

４．０人

郷土の民俗行事・民俗芸能に親しむ人を増
やして、文化・教育の振興と発展に寄与す
る。 ２．０人

18

施設利用者数 ２９，９７８人 ３０，０００人

19

施設利用者数 ５９，０２６人 ６０，０００人 (1)郷土の民俗行事と民俗芸能について展示
紹介する
(2)民俗芸能の後継者育成を進める
(3)円滑な施設の運営を行う
(1)～(2)は、民俗芸能伝承館管理費１１，１２８
千円、経常事業１，４５２千円

２．０人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

観覧者満足度 推定７０％ 70%

５２，３５８千円

佐竹史料館運営業務

（佐竹史料館）

秋田藩についての知識を深めるため、
藩政時代の資料を収集し、展覧会や講
座等をとおして郷土の歴史を学ぶ環境
を整える。

５２，３５８千円

利用者の満足度 3.3 4

２９１,５８９千円

施設の維持保全業務

（文化会館）

施設設備の整備・保守管理を行う。 ２６４，９６３千円

施設の管理運営業務

（文化会館）

市民の芸術文化活動の充実のため、発
表しやすい場の環境づくりをするととも
に、芸術鑑賞の機会を増やす。

２６，６２６千円

市民の教育、学術および文化の発展に寄与
する。 ３．０人

22

利用者数

(1)見て聞いてわかる展覧会や学習講座を開
催する
　①企画展等開催事業７，７９６千円
(2)史料館で管理する江戸時代の資料を紹介
する
(3)秋田藩や佐竹氏についての歴史案内人を
養成する
(4)指定文化財の維持管理
　①黒澤家住宅保存修理事業30,000千円
(5)佐竹史料館改築構想検討委員会
　①検討経費　９７０千円
　【市長重点化推進事項】

３．０人

市民が快適且つ安全に芸術文化活動ができ
る環境づくり。 ５．０人

20

利用者

21

改修事業計画実施率
施設設備のトラブル件数（緊急施
工件数）

７．２％
１

２７．５％
０

２．５人

(1)芸術文化等の活動場所の提供
(2)芸術文化の鑑賞機会の充実
　①文化会館自主事業１１，０００千円

(1)自主事業については休止し、H１８年度以降の事
業のあり方を検討する。

２．５人

４５，１５３人 ４５，１５３人

(1)施設担当による保守管理
(2)委託業者による保守点検
(3)利用者との打ち合わせ
(4)災害発生時に対応できる職員の体制と施
設の整備
（5）施設の改修
　①改修事業１１２，３１０千円
(1)～(4)は、文化会館管理費１６６，８２８千円

(1)H17年度改修事業予定
　①耐震診断業務
　②緊急施工費

506,984人 510,000人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

社会教育事業に対する市民
の満足度

－ 80%

５５，６３０千円

生涯学習の企画振興業務

（生涯学習室　企画振興担当）

生涯学習社会の充実を図るため、生涯
にわたる学習活動に適した環境を整え
る。

４１，３１５千円

社会教育環境の充実業務

（生涯学習室　社会教育担当）

社会の変化や市民のニーズに対応した
社会教育環境を整備する。

１４，３１５千円

(1)各ライフステージ及び学習ニーズに対応し
た学習の場の提供
　①子ども体験活動推進事業８，０７７千円
　②成人の日記念事業３，０８６千円
　③社会教育推進事業（市民大学講座等）
(2)家庭教育相談事業の支援
(3)情報の提供
(4)社会教育計画立案
(5)社会教育関係職員の養成
(6)社会教育団体の育成
(7)社会教育設備整備

０件 ０件

学びたいときに学べるようにするなど、市民
が、生涯にわたり、生き生きと過ごせるように
する。 ７．４人

23

生涯学習環境に対する苦情
件数

０件 ０件 (1)生涯学習推進体制の整備
　①生涯学習懇談会の開催等
(2)生涯学習情報の提供
(3)学習機会の提供
　①生涯学習奨励員の自主企画事業
　②生涯学習地域づくり講師派遣事業
　③情報学習講座等推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　２６，４６５千円
(4)社会教育関係団体等の活性化
　①社会教育各種団体補助金２，３６０千円
(5)よりよい学習環境の提供
　①社会教育関係職員の研修

３．７人

24

社会教育事業に対する苦情
件数

３．７人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

秋田市青少年プランの達成率 － ９０％
２０２，６０３千円

青少年健全育成業務

（生涯学習室　青少年担当）

児童が放課後安心して過ごせるよう、学
校と家庭以外の安全な遊び場と環境を
提供する。

２０２，６０３千円

施設利用率（利用日数／開館日
数） 67.82% 75.00%

１０９，２４０千円

太平山自然学習センターの運営業務

（太平山自然学習センター）

心身ともに健全な青少年を育成するた
め、学校や各種団体による宿泊体験や
野外活動を実施するとともに、個人でも
気軽に参加体験できる自主事業を開催
する。また、施設の快適かつ有効利用を
促進する。

１０９，２４０千円

(1)児童館の計画的な整備
　①御所野児童室整備事業９，３１８千円
　②勝平児童館改修経費　６，７１５千円
　③藤倉山の家解体経費８，１８８千円
(2)児童館施設の効率的な運営・管理
　①児童厚生施設等関係経費
　　　　　　　　　　　　　　１１６，５３６千円
　②児童館運営体制強化事業
　　　　　　　　　　　　　　１３，１２７千円
(3)学童保育の実施
　①放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　　　　　４５，０２３千円
(4)子ども会活動の活性化
(5)青少年プランの見直し

青少年が、心身共に健やかに育つ環境をつ
くる。 ４．６人

25

児童館か放課後児童クラブの
どちらかが利用できる学区数

３３学区 ３５学区

４．６人

市民の生涯学習体験活動の場として、有効
に活用する。

６．０人

６．０人

26

施設利用者数（延べ人数） １２，３９６人
（８／１２か月）

２０，０００人 (1)安全快適な施設の環境整備を充実させる
(2)自然体験活動機会を増やすための自主事
業を開催する
(3)施設利用者数の増を図る

(1)～(3)は、太平山自然学習センター管理費
１０９，０９４千円
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

利用者アンケートによる満足度 － 70%

１９，７５６千円

自然科学学習館の運営業務

（自然科学学習館）

目的に応じた多様な学習機会の提供と
施設の環境整備を行う。

１９，７５６千円

ホーム利用者数 8,248人 7,000人

２，１０５千円

勤労青少年ホームの運営業務

（青少年センター）

勤労青少年に対し、社会人、職業人とし
て役立つ学習の機会や交流の場等を提
供する

２，１０５千円

少年指導委員の活動率 74.0% 80%

３，６６７千円

少年指導センターの運営業務

（青少年センター）

少年指導委員を委嘱し、巡回指導等に
より非行の未然防止に努める

３，６６７千円
29

巡回従事者数 1,055人 1,100人 (1)非行防止活動の充実
(2)相談活動の充実
(1)～(2)は、少年指導センター関係経費１，２
７０千円１．５人

市民の科学に対する関心と次代を担う青少
年の知的好奇心を高める。 ３．０人

３．０人

勤労青少年の充実した余暇活動を支援する
１．５人

27

利用者数 － ３０．０００人 (1)多様な活動に対応した環境整備を図る。
(2)科学に親しむ機会を増やすための事業を
開催する。
(3)運営状況を把握し、課題の改善を図る。
(1)～(3)は、自然科学学習館管理費１９，７５６
千円

(1)学習機会の提供
(2)自主活動の促進
(3)情報提供
(1)～(3)は、勤労青少年ホーム管理費１，５１４
千円

１．５　人

青少年を非行から守るため、青少年に有害な
環境の把握と浄化に努める １．５人

28

主催事業参加者数 670人 1,000人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

講座利用者数 ６，８１２人 ７，０００人

２，７３０千円

女性学習センターの運営業務

（女性学習センター）

課題に対応した学習機会や情報を提供
する。

２，７３０千円

主に女性に関する諸課題解決に向けての主
体的な活動を支援する。 ２．５人

30

講座回数 ２３１回 ２４０回 (1)講座等の開催
(2)自主学習活動の育成
(3)学習情報等の提供
(4)利用しやすい施設の管理運営
(1)～(4)は、女性学習センター管理費1,336千
円、経常事業1,277千円

２．５人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

未実施 90%

公民館の運営業務

（中央公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

６２，６０２千円

公民館の運営業務

（土崎公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

26，453千円

公民館の運営業務

（西部公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

６，９４０千円

地域住民の生涯学習を支援する。
２０．５人

(1)各年齢層に応じた教育の推進
(2)公民館の管理運営
(3)６館の連絡調整事務
(4)公民館まつりの開催
(5)社会教育団体、機関との連携
(6)公民館サークルの育成
(1)～(6)は、中央公民館経常事業１，６２６千
円

利用者数
事業数

９６，４６７人
５８事業

１０５，０００人
６０事業

４．５人

(1)地域課題、各年齢層に応じた学習の機会
および場を提供する
(2)地域住民の自主活動を促進するため、関
係団体への支援と連携を図る
(3)公民館の効率的な運営を推進する
(4)土崎体育館・グラウンドの効率的な運営を
推進する
(5)分館・将軍野高齢者学習センターの効率
的な運営を推進する
(1)～(5)は、土崎公民館の管理費１２，９８２千
円、経常事業１，５０２千円

４．０人

32

利用者数
事業数

１３５，８１０人
２８事業

１３６，０００人
３３事業

(1)各年齢層に応じた事業の展開
(2)公民館サークルの育成
(3)芸術文化活動の推進
(4)社会教育関係団体・機関等の育成と連携
(5)公民館の管理運営
(1)～(5)は、西部公民館管理費２，６０４千円、
経常事業１，０６４千円

３．０人
33

利用者数
事業数

２６，１７９人
４９事業

３５，０００人
６０事業

31

住民満足度(生涯学習の支援
に対する住民要望分の公民
館対応）
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

公民館の運営業務

（東部公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

１２，７１７千円

公民館の運営業務

（南部公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

８，７７６千円

公民館の運営業務

（北部公民館）

地域の生涯学習を推進するため、社会
教育の中核施設として、地域課題、各年
齢層に応じた学習の機会および場を提
供する。

９，４４４千円

市民(来館者)の知的欲求満足
度 未実施 65%

１８３，３７８ 千円

図書館の運営業務

（中央図書館明徳館）

市民が必要とする資料や情報を収集・
保存し、市民が活用できるようにする。

１２９，４８４ 千円

(1)学習機会を提供する事業の展開
(2)地域住民の自主学習活動の支援と育成
(3)社会教育関係団体・機関等の育成と支援
(4)公民館の管理運営
(1)～(4)は、東部公民館管理費３，５０１千円、
経常事業１，５４２千円

３．０人34

利用者数
事業数

７１，７３１人
６６事業

７３，０００人
７０事業

(1)生涯学習機会の提供
(2)住民自主学習活動の育成と支援
(3)公民館の管理運営
(1)～(3)は、南部公民館管理費３，２４９千円、
経常事業１，１３０千円

３．０人35

利用者数
事業数

５０，１１８人
４４事業

５２，０００人
６２事業

市民の知的欲求に応えるために、資料及び
情報を提供する。

美術工芸短期大学附属図書館の業務や市公共施設の図書コーナーなどを管理する業務と関連
がある。

２４．０人

36

利用者数
事業数

３０，０４０人
５５事業

３５，０００人
６０事業

37

行政効果＝還元額
｛（総貸出冊数×平均単価）－
必要経費（図書館費＋人件
費）｝÷人口（明徳館管轄分）

7,553円 8,500円

(1) 図書館資料の充実
　①図書資料整備経費３３，１２０千円
　②貴重古文書情報化推進事業
　　　　　　　　　　　２５，１３０千円
(2)図書館資料の活用
(3)図書館利用の促進
　①開館時間の延長
　②警備経費１，９９５千円
(4)図書館協議会の開催
(5)施設維持管理
　①施設整備

(1)年々、市民の学習要求が高まるにつれ、多様な
分野の蔵書確保が必要となり、現在の収納スペー
スが手狭になってきている。そのため、視聴覚ライ
ブラリー移転後のスペースに書架を配架する。

１１．０人

(1)各年齢層に応じた教育の推進
(2)芸術文化活動の提供
(3)自主学習の奨励及び指導体制の強化
(4)施設の利用促進
(5)施設の管理
(1)～(5)は、北部公民館管理費３，７４７千円、
経常事業８４１千円

３．０人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)
予算総額

業務名称
No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額 従事職員数

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

図書館の運営業務

（土崎図書館）

市民が必要とする資料や情報を収集・
保存し、市民が活用できるようにする。 ２７，１４６千円

図書館の運営業務

（新屋図書館）

市民が必要とする資料や情報を収集・
保存し、市民が活用できるようにする。

２６,７４８千円

適正処理率 100% 100%

１６３，２９８千円

秋田商業高等学校学校事務

（秋田商業高校）

秋田商業高校運営の円滑化を図るた
め、適切な事務処理を行う。

１０６，３９７千円

御所野学院高校学校事務

（御所野学院高校）

御所野学院高校運営の円滑化を図るた
め、適切な事務処理を行う。

５６，９０１千円

41

適正処理率 100% 100%

(1)事務室の運営
　①学校施設設備管理
　　ア　学校施設等改修経費２０，８０４千円
　②物品の発注・収納出納管理
　③文書の収受・発送
　④授業料、校納金徴収
　⑤厚生福利～学校保健事業
　⑥図書の整理
　⑦予算の作成
　⑧諸証明の発行

６．０人

(1)事務室の運営
　①学校施設設備管理
　②物品の発注・収納出納管理
　③文書の収受・発送
　④授業料、校納金徴収
　⑤福利厚生
　⑥図書の管理
　⑦予算の作成
　⑧諸証明の発行

４．０人

40

適正処理率 100% 100%

(1) 図書館資料の充実
　①図書資料整備経費４，６００千円
(2)図書館資料の活用
(3)図書館利用の促進
(4)施設維持管理
　①施設整備６．０人

生徒・教職員の学校生活を守る。
１０．０人

39

行政効果＝還元額
｛（総貸出冊数×平均単価）－
必要経費（図書館費＋人件
費）｝÷人口（新屋図書館管轄
分）

8,346円 9,000円

38

行政効果＝還元額
｛（総貸出冊数×平均単価）－
必要経費（図書館費＋人件
費）｝÷人口（土崎図書館管轄
分）

6,164円 7,396円 (1) 図書館資料の充実
　①図書資料整備経費６，４４０千円
　②金子洋文資料整理経費１，４４１千円
(2)図書館資料の活用
(3)図書館利用の促進
(4)施設維持管理
　①施設整備７．０人
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